
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 ５ 月 ２ ４ 日
司 会： 千 田俊 昭
奏 楽： 千 田祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 5 0 5 「 恵 み あ る 主 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 一 同

教会 学 校 （ お や す み ）

讃 美 聖歌 420「あなたの持てる悩みは」 一 同

聖書 朗 読 エレミヤ40:1-6

奨 励 エレミヤ書の福音(第40回) 牧 師

主 題 「自由の使いみち」

讃 美 聖歌409「われに来よとイェスきみは」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ペン テ コス テ (五旬 節 )メ ッ セー ジ
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
５ /24(日 )聖 日 礼 拝

/25(月 )
/26(火 )
/27(水 )
/28(木 )10:00祈 り 会
/29(金 )
/30(土 )

《 祈 り の 課 題 》
① コ ロ ナ 禍 収 束 の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 の た め に
③ 主 が 教 会 学 校 の 父 兄 も お 送 り 下 さ い ま す よ う に

参考資料 「 ユ ダ ヤ暦 と 太陽暦 」

五 書 に 記 さ れて い る 祭 は ， 安 息 日 ， 過 越 ， 種 を 入 れ な い パ ン の 祭 ， 七 週 の 祭 ， ラ ッ パ
を 吹 く 日 ， 贖 罪 の 日 ， 仮 庵 の 祭 で ， 捕 囚 期 以 後 に 起 原 を 持 つ の は ， プ リ ム の 祭 及 び
宮き よ め の祭である ． イ ス ラ エ ル人 に と っ て ， こ れ ら の 祭への参加は各自の自由では
な く 特 権であ り 義 務であ っ た ． 「 あ な たが たが どこ に 住 んでいて も ， 代 々 守 るべ き 永
遠のお き てで あ る 」 （ レ ビ 23 ： 2 1 ） と 記 さ れ てい る通 り で あ る ． ま た イ ス ラ エ ルの男 子
は皆 ,年 に ３ 度 ，種を入れないパンの祭 (含 :過越祭)，七週の祭 (五旬節 =ﾍﾟﾝﾃｺｽﾃ)，仮庵の祭
に ， 主 の選ぶ場所 (⇒ ｴﾙｻﾚﾑ )で御前に出ることが命 じ られてい る （ 申命 16： 16等 ） ．


